
■ 整 備 方 針

○ 警察、消防、自衛隊や政府関係機関など参集した防災関係機関が総合的に調整する

スペースを備えるなど、必要な規模・機能を確保

○ 機動性の観点から、できるかぎり低層階に整備

○ 防災情報通信システムを整備
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防災情報センターの拡充

■ 計 画 概 要

本部機能 ： 約２，８８０㎡

≪意思決定支援機能 ≫

・大阪府及び防災関係機関が一堂に会し、情報を共有して災害応急対策等を協議・決定 【災害対

策本部室】

・情報の収集・整理及びこれに基づく対策案を検討・指示・連絡 【指令調整室】

≪情報受発信機能≫

・電話回線等の機能不全時にも情報伝達が可能な防災行政無線や情報収集システム、報道機関

を通じて情報を発信するプレスセンターなど

≪バックアップ機能≫

・参集した防災関係機関が、それぞれの本部や派遣部隊と連絡・調整する室

・災害対策本部の機能を維持するための電気・上下水等の設備や食料・飲料水・毛布等の備蓄ス

ペース、当直室・休憩室など
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■ 面 積 等

○ 新別館北館低層階に防災情報センターを拡充整備

新別館 約3,500㎡別館（現状）1,260㎡

ー別館屋上アンテナ等

放送室

そ
の
他

特別会議室
29３F

本部長執務室
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平常時 会議室81４F仮眠・休憩室

3,527㎡合 計

642３F執 務 室

2,885本 部 機 能 小 計

平常時 さいかくホール等188１Ｆボランティア

161１F防災啓発スペース

64B１F備蓄倉庫

67３F監視機器スペース

46３F当直室

平常時 現美ｾﾝﾀｰ展示室Ａ260南館１Fプレスセンター

平常時 防災啓発スペース
※〔 〕面積は再掲

161１F
記者会見室

地上無線、アンテナ鉄塔、
屋上衛星ｱﾝﾃﾅ（機械室）、
高所カメラ等

128B１F無線機械室等防
災
無
線

平常時 多目的ホール3204F政府現地対策本部室

61１Fライフライン等連絡室

61１F海上保安庁連絡室

154１F自衛隊連絡室

112１F警察連絡室

平常時 共用会議室

127１F消防連絡室
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30２Fマルチビジョン機材室

100・30B１・２F環境放射線監視室

80B１Fコンピュータ室

52２F無線統制室

71２F映像機器等操作室

374２F指令調整室

289２F災害対策本部室
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新別館 整備案
各 室 名 称

８
※ 防災情報センターの整備と併せ、新別館の改修（体育室・プール等の執務室化）を実施

▼谷町筋ﾚﾍﾞﾙ

▼屋上デッキ
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プール跡
⇒執務室

体育室等⇒執務室

：着色は多用途との兼用使用

現防災情報Ｃ

新防災情報Ｃ

※ * 印以外の部分（合計約2,680㎡）は、今回防災情報センターとして整備する面積

*

*

*

*


